
独立行政法人

日本学術振興会
Japan Society for the Promotion of Science

科学研究費補助金

2 0 1 1（平成23年）
新たな知の創造
世界をリードする知的資産の
形成と継承のために

Grants-in-Aid for Scientific Research

科学研究費補助金
科研費科研費科研費



資
金
の
性
格

研究の性格

政府主導の国家プロジェクト

の実施

政策課題対応型研究開発
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研究

の性格

資金

の性格

科研費による科研費による
研究の推進研究の推進

研究者の自由な発想（学術研究）
【curiosity-driven research】

大学・大学共同利用機関等

における研究の推進

科学研究費補助金（科研費）とは

政府による研究推進策には、様々なタイプがありますが、これらの中で「科学研究費補助金」
（科研費）は、「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を対象とした「競争的資金」です。

科研費の審査は、延べ約６千人以上の審査委員によるピア・レビュー（専門分野の近い複数の
研究者による審査）により行われています。

科研費は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆ
る独創的・先駆的な「学術研究」を対象としています。

科研費は、我が国最大規模の研究助成制度です。（平成22年度予算額２，０００億円）

＜我が国の科学技術・学術振興方策における「科研費」の位置付け＞
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科学研究費補助金（科研費）とは
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イノベーションの芽を育む科研費
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科研費の「研究種目」一覧

科研費への応募要件



科学研究費補助金（科研費）とは

科学研究費補助金（科研費）とは

科研費の審査（「基盤研究」の場合）

科研費の「研究種目」
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科研費の現状
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科研費の予算額は年々拡充されており、多様な分野の学術研究をサポートしています。多くの研
究者のニーズを満たし、学術の振興を図るため、更なる予算の拡充に努めています。

●予算額の推移 ●「科学研究費」の応募件数と採択件数の推移

億円 件数

年度

※「科学研究費」･･･特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究、
基盤研究、挑戦的萌芽研究、若手研究、研究活動スタート支援及び
学術創成研究費（平成２２年度）

年度

人文科学系
8.2%

4,625件
社会科学系

13.0%
7,355件

数物科学系
4.6%

2,582件

環境･自然災害･
ｴﾈﾙｷﾞｰ科学系
3.0%    1,688件

地球･宇宙科学系
3.1%

1,779件

物質･材料科学系
8.3%

4,717件

情報･電気電子
工学系 6.1%

3,442件
構造･機能工学系

6.3%
3,592件

がん･ｴｲｽﾞ等
難治疾患関係

7.1%
4,022件

成人病･感染症･
その他疾患関係

18.1%
10,279件

歯科疾患関係
3.9%

2,233件

脳･神経科学系
3.3%

1,849件

薬学系
2.1%

1,172件

生物科学系
10.4%
5,912件

その他
2.5%

1,407件

人文･社会系
21.1%

11,980件

その他
2.5%

1,407件

理工系
31.4%

17,800件

生物系
45.0%

25,467件

採択件数合計

56,654件

●各研究分野への配分

この円グラフは、平成２２年度科学研究費補助金（新規採択＋継続分）のうち、特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究、基盤研究、挑戦的萌芽研究、

若手研究、研究活動スタート支援及び学術創成研究費の当初採択課題について分類したものです。

なお、科学研究費補助金の配分は、分野ごとの応募件数・応募金額に応じて、採択件数・配分額を算出する方式をとっています。

５
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億円 件数

年度

※「科学研究費」･･･特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究、
基盤研究、挑戦的萌芽研究、若手研究、研究活動スタート支援及び
学術創成研究費（平成２２年度）

年度
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この円グラフは、平成２２年度科学研究費補助金（新規採択＋継続分）のうち、特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究、基盤研究、挑戦的萌芽研究、
若手研究、研究活動スタート支援及び学術創成研究費の当初採択課題について分類したものです。
なお、科学研究費補助金の配分は、分野ごとの応募件数・応募金額に応じて、採択件数・配分額を算出する方式をとっています。

科研費の現状
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科研費の効率的な使用のために

科研費は研究をスムーズに行うための柔軟な使用が可能である一方、国民の貴重な税金でまかな

われているため、その使用等が正しく行われるよう様々な取組を行っています。

「新規」研究については内定通知日以降直ちに、「継続」研究については４月１日から使用できます。

当初設定した経費の使用内訳（物品費・旅費・謝金等・その他）は、一定の範囲内で自由に変更が

可能です。

研究遂行に際し、当初予想し得なかった要因により、年度内に予定している研究が完了しない見込

みとなった場合は、所定の手続を経て、研究期間を延長し、補助金を翌年度に繰越すことができま

す。

出産・育児のために研究活動を中断する場合は、所定の手続を経て研究期間を延長し、研究を再

開することができます。

スムーズな研究遂行のために

適正な使用を確保するために

科研費の使用に関するルールを分かりやすく解説したハンドブックを研究者および研究機関向けに

作成・配布しています。

研究機関を対象に、毎年定期的に「全国レベル」「地区レベル」での説明会・研修会を開催するとと

もに、各研究機関に対し、研究機関内での説明会・研修会等の実施を義務付けています。

科研費は、研究者の所属する研究機関が管理することとなっており、研究機関に対して科研費の適
正な使用を確保するための管理体制の強化を促しています。

不正な使用や論文のねつ造等の不正行為を行った研究者には、一定期間科研費が交付されませ

ん。また、科研費以外の競争的資金で不正な使用等を行った場合も、一定期間科研費が交付され

ません。

研究機関としての経費管理が不適切であったために不正使用が生じた場合には、研究機関にペナ

ルティを科す場合もあります。

６

科研費の効率的な使用のために
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科研費による研究の成果は、次のような方法で見ることができます。

国立情報学研究所（ＮＩＩ）のホームページにおける「研究実績の概要」等の検索

国立国会図書館関西館における「研究成果報告書」の閲覧

ＮＩＩホームページの情報検索サービス（http://kaken.nii.ac.jp）を利用することにより、科研費に

よる「研究実績の概要」を見ることができます。また、平成２０年度分の「研究成果報告書」から、

同サービスで閲覧が可能です。

平成１９年度までの「研究成果報告書」等は、国立国会図書館関西館に納本されており、広

く一般の方々を対象とした閲覧等の利用に供されています。

「ひらめき☆ときめき サイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 」の実施

我が国の将来を担う生徒（主に中･高生）を対象として、科研費による研究成果を分かりやすく

科研費による研究の成果へのアクセス

お問い合わせ先

文部科学省 研究振興局 （学術研究助成課）

独立行政法人日本学術振興会 研究事業部 （研究助成第一課・第二課）

〒100-8959 東京都千代田区霞が関３－２－２

〒102-8472 東京都千代田区一番町８番地

電話 03‐5253‐4111（代）（内線4095，4087，4094，4328，4316，4317）（科学研究費等）

ホームページアドレス http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/main5_a5.htm

電話 03‐3263‐4682，4758，4798，0980，1878，4326，4632 （科学研究費）

03‐3263‐4926，1699 （研究成果公開促進費）

ホームページアドレス http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html
03‐3263‐4254 （学術創成研究費）

我が国の将来を担う生徒（主に中･高生）を対象として、科研費による研究成果を分かりやすく

発信し、その知的好奇心を刺激するとともに、心の豊かさや知的創造性を育むことを目的として
実施しています。平成２２年度は、全国の大学で２０５プログラムを実施します。

科研費による研究の成果へのアクセス
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